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５月10日～６月12日

「
国
・
地
方
デ
ジ
タ
ル
共
通
基
盤
の
整
備
・ 

運
用
に
向
け
た
検
討
体
制
構
築
準
備
会
合 

（
第
２
回
）」に
中
野
・
一
宮
市
長
が
出
席

　

５
月
21
日
、「
国
・
地
方
デ
ジ
タ
ル
共
通
基
盤
の

整
備
・
運
用
に
向
け
た
検
討
体
制
構
築
準
備
会
合（
第

２
回
）」が
開
催
さ
れ
、
国
・
地
方
デ
ジ
タ
ル
共
通
基

盤
の
整
備
・
運
用
に
関
す
る
基
本
方
針
案（
β
版
）等

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

本
会
か
ら
中
野
・
一
宮
市
長
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

出
席
し
、
①
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
の
利
用
料
に
つ

い
て
、
更
な
る
低
廉
化
の
取
組
を
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
、
②
都
市
自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
確
保
に

つ
い
て
、
自
由
度
の
高
い
制
度
設
計
や
財
政
支
援
を

引
き
続
き
お
願
い
し
た
い
、
③
今
後
進
め
る
デ
ジ
タ

ル
共
通
基
盤
の
整
備
に
お
い
て
は
、
制
度
の
所
管
省

庁
が
責
任
を
も
っ
て
事
務
執
行
の
実
態
を
把
握
し
、

デ
ジ
タ
ル
業
務
改
革
を
徹
底
し
て
い
た
だ
き
た
い
、

④
都
市
自
治
体
８
１
５
市
区
は
、
人
口
規
模
や
担
う

事
務
の
態
様
も
様
々
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
時
間
的
な

余
裕
を
も
っ
て
丁
寧
に
議
論
を
重
ね
て
い
た
だ
き
た

い
等
の
発
言
を
行
っ
た
。

［
行
政
部
］

「
教
師
の
処
遇
の
抜
本
的
な
改
善
等
に
よ
る 

学
校
教
育
を
担
う
人
材
確
保
の
た
め
の 

緊
急
提
言
」を
文
部
科
学
省
へ
提
出

　

５
月
21
日
、
全
国
知
事
会
・
全
国
市
長
会
・
全
国

町
村
会
の
地
方
三
団
体
で
「
教
師
の
処
遇
の
抜
本
的

な
改
善
等
に
よ
る
学
校
教
育
を
担
う
人
材
確
保
の
た

め
の
緊
急
提
言
」を
文
部
科
学
省
へ
提
出
し
た
。

［
社
会
文
教
部
］

全国市長会の 動き
全国市長会ホームページ
（https://www.mayors.or.jp/）
もご参照ください。
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「
自
由
民
主
党
Ｉ
Ｔ
Ｓ
推
進
・
道
路
調
査
会
」に

泉
谷
・
珠
洲
市
長
が
出
席

　

５
月
21
日
、「
自
由
民
主
党
Ｉ
Ｔ
Ｓ
推
進
・
道
路

調
査
会
」
が
開
催
さ
れ
、
本
会
か
ら
泉
谷
・
珠
洲
市

長
が
出
席
し
た
。

　

泉
谷
・
珠
洲
市
長
か
ら
は
、
令
和
６
年
能
登
半
島

地
震
の
珠
洲
市
に
お
け
る
被
害
状
況
に
つ
い
て
報
告

し
、
復
興
に
向
け
た
一
層
の
支
援
を
求
め
る
と
と
も

に
、
道
路
の
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
国
土
強
靱

化
実
施
中
期
計
画
の
令
和
６
年
内
の
策
定
な
ど
防

災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
推
進
に
つ
い
て
発
言
を

行
っ
た
。

［
経
済
部
］

「
地
域
脱
炭
素
に
関
す
る
国
と
地
方
の
意
見
交

換
会（
第
１
回
）」に
髙
橋
・
稲
城
市
長
が
出
席

　

５
月
27
日
、「
地
域
脱
炭
素
に
関
す
る
国
と
地
方

の
意
見
交
換
会
（
第
１
回
）」
が
開
催
さ
れ
、
本
会
か

ら
環
境
対
策
特
別
委
員
会
委
員
長
の
髙
橋
・
稲
城
市

長
が
出
席
し
た
。

　

髙
橋
・
稲
城
市
長
か
ら
は
、
地
域
脱
炭
素
に
関
し

て
、
稲
城
市
の
取
組
と
課
題
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、

地
域
脱
炭
素
の
取
組
を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て
、
①

国
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
発
揮
し
た
う
え
で
、
関
係
主

体
が
相
互
に
補
完
し
、
相
乗
効
果
を
よ
り
一
層
高
め

ら
れ
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、

②
地
域
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
お
い
て

は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
撤
去
・
廃

棄
や
営
農
型
太
陽
光
発
電
の
不
適
切
事
案
へ
の
対

応
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
係
る
林
地
開
発
許
可

等
一
部
の
事
業
で
は
地
域
ト
ラ
ブ
ル
ま
で
発
展
す
る

な
ど
課
題
も
あ
る
の
で
迅
速
な
対
応
を
お
願
い
し
た

い
、
③
関
係
主
体
が
責
任
や
負
担
を
分
か
ち
合
い
、

手
を
取
り
あ
い
な
が
ら
取
組
が
で
き
る
よ
う
な
有
機

的
・
効
果
的
に
機
能
し
続
け
る
国
の
仕
組
み
づ
く
り

が
重
要
で
あ
り
、
地
方
自
治
体
に
し
わ
寄
せ
が
集
中

し
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
④
脱
炭
素
先

行
地
域
に
関
し
て
先
行
地
域
へ
の
支
援
も
必
要
で
あ

る
が
、
全
体
を
底
上
げ
す
る
た
め
の
支
援
も
お
願
い

し
た
い
等
と
発
言
し
た
。

［
経
済
部
］

発言する泉谷・珠洲市長

#4

#3

発言する髙橋・稲城市長
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国
と
地
方
の
協
議
の
場（
令
和
６
年
度
第
１
回
）

を
開
催
し
、
立
谷
会
長
が
出
席

　

５
月
29
日
、「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」（
令
和
６

年
度
第
１
回
）
が
開
催
さ
れ
、
本
会
か
ら
立
谷
会
長

が
出
席
し
、
骨
太
方
針
の
策
定
等
に
つ
い
て
協
議
を

し
た
。

　

立
谷
会
長
か
ら
は
、
①
公
債
費
の
金
利
上
昇
の
可

能
性
や
、
物
価
高
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
更
に
行
政

需
要
の
増
大
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
引
き
続
き
、
必

要
な
一
般
財
源
総
額
を
確
保
・
充
実
す
る
こ
と
、
②

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク

ラ
ウ
ド
へ
の
移
行
後
の
運
用
経
費
に
つ
い
て
、
相
当

大
幅
に
増
加
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
の
声
が

市
長
の
間
で
あ
が
っ
て
い
る
た
め
、
国
が
主
導
し
て

ベ
ン
ダ
と
の
調
整
を
行
い
経
費
削
減
を
図
る
こ
と
、

③
能
登
半
島
地
震
な
ど
大
規
模
災
害
へ
の
対
応
の
た

め
に
も
国
土
強
靱
化
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

国
土
強
靱
化
実
施
中
期
計
画
の
令
和
６
年
内
の
早
期

策
定
と
必
要
な
予
算
・
財
源
を
別
枠
で
確
保
す
る
こ

と
、
④
こ
ど
も
未
来
戦
略
に
盛
り
込
ま
れ
た
「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
」に
つ
い
て
は
、
国
民
の
理

解
が
得
ら
れ
る
よ
う
国
が
主
体
と
な
っ
て
丁
寧
な
周

知
、
広
報
等
を
行
う
こ
と
、
⑤
人
口
減
少
問
題
に
つ

い
て
は
、
東
京
一
極
集
中
を
是
正
す
る
た
め
の
施
策

を
推
進
す
る
こ
と
、
⑥
今
回
の
農
振
法
の
運
用
に
あ

た
っ
て
は
、
担
い
手
の
確
保
も
深
刻
な
問
題
で
あ
る

な
か
、
農
地
面
積
確
保
を
重
視
し
す
ぎ
る
こ
と
な
く
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
支

障
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
等
を
発
言
し
た
。

［
企
画
調
整
室
］

「
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
た
重
点
計
画

に
関
す
る
意
見
」を
提
出

　

６
月
５
日
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法
第
38
条

第
５
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
デ

ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
た
重
点
計
画
に
つ
い
て

意
見
聴
取
が
あ
り
、「
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
に
向

け
た
重
点
計
画
に
関
す
る
意
見
」を
提
出
し
た
。

［
行
政
部
］

#5

#6

地方六団体代表者（左から2番目が立谷会長）

挨拶をする岸田総理
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「
社
会
保
障
分
野
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者 

へ
の
総
合
的
な
対
策
に
つ
い
て
」を 

厚
生
労
働
大
臣
へ
要
請

　

６
月
７
日
、
社
会
文
教
委
員
会
委
員
長
の
吉
田
・

本
庄
市
長
は
「
社
会
保
障
分
野
に
お
け
る
外
国
人
労

働
者
へ
の
総
合
的
な
対
策
に
つ
い
て
」
の
実
現
方
に

つ
い
て
、
武
見
・
厚
生
労
働
大
臣
に
要
請
し
た
。

［
社
会
文
教
部
］

第
94
回
全
国
市
長
会
議（
通
常
総
会
）を 

開
催
し
、
当
面
す
る
重
要
課
題
６
件
の 

決
議
を
決
定
。
役
員
改
選
に
よ
り
、 

新
会
長
に
松
井
・
広
島
市
長
を
選
出

　

６
月
12
日
、
第
94
回
全
国
市
長
会
議（
通
常
総
会
）

を
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
に
お
い
て
開
催
し
た

（
詳
細
は
本
号
巻
頭
の
「
第
94
回
全
国
市
長
会
議
」
を

参
照
）。

　

同
会
議
終
了
後
、
正
副
会
長
は
、
決
定
し
た
６
件

の
決
議
の
実
現
方
に
つ
い
て
、
林
・
内
閣
官
房
長
官
、

森
屋
・
内
閣
官
房
副
長
官
、
栗
生
・
内
閣
官
房
副
長

官
、
自
由
民
主
党
の
渡
海
・
政
務
調
査
会
長
、
公
明

党
の
山
口
・
代
表
、
佐
藤
英
道
・
衆
議
院
議
員
、
中

川
宏
昌
・
衆
議
院
議
員
、
輿
水
恵
一
・
衆
議
院
議
員
、

平
林
晃
・
衆
議
院
議
員
、
日
下
正
喜
・
衆
議
院
議
員
、

秋
野
公
造
・
参
議
院
議
員
、
吉
田
久
美
子
・
衆
議
院

議
員
、
若
松
謙
維
・
参
議
院
議
員
に
そ
れ
ぞ
れ
面
談

の
う
え
要
請
し
た
。�

［
企
画
調
整
室
］

森屋・内閣官房副長官（右から4人目）に要請

自由民主党の渡海・政務調査会長（左から6番目）に要請

林・内閣官房長官（右から4人目）に要請

栗生・内閣官房副長官（右から4人目）に要請

#8 #7
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第
十
四
次
地
方
分
権
一
括
法
の
成
立
を
受
け
、

松
井
会
長
等
が
コ
メ
ン
ト
を
発
表

　

６
月
12
日
、「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高

め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
」（
第
十
四
次
地
方
分
権
一
括

法
）
の
成
立
を
受
け
、
松
井
会
長
、
全
国
知
事
会
会

長
及
び
全
国
町
村
会
会
長
が
共
同
で
コ
メ
ン
ト
を
発

表
し
た
。

　

コ
メ
ン
ト
で
は
、
同
法
に
つ
い
て
、
地
方
公
共
団

体
等
か
ら
の
提
案
に
基
づ
く
も
の
で
、
地
方
分
権
改

革
を
着
実
に
前
進
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
関
係
者
の

尽
力
に
感
謝
す
る
と
し
、「
デ
ジ
タ
ル
化
」が
重
点
募

集
テ
ー
マ
で
あ
る
本
年
の
提
案
募
集
に
お
い
て
も
、

実
現
す
る
方
向
で
積
極
的
に
検
討
す
る
こ
と
等
を
求

め
る
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
後
と
も
地
方
分
権
改
革
に
つ
い
て
、
地

方
分
権
改
革
推
進
本
部
長
で
あ
る
内
閣
総
理
大
臣
の

も
と
、
一
層
の
推
進
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る

と
し
て
い
る
。

［
行
政
部
］

公明党の山口・代表（右から4番目）等に要請
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